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翻　訳
卜－マス・ケネディ著｢李鴻章と江南製造局(1860－1895)｣
原文:Thomas L. Kennedy, Li Hung-chang and the Kiangnan Arsenal, 1860-1895.
　　　(Samuel Ｃ.Chu & Kwang-Ching Liu ed’，　LiＨｕｎｇ一changａｎｄ　Cﾌhina’ｓＥａｒり
　　　Ｍｏｄｅｒniｚａtｉｏｎ,1994, p. 197-215.)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トーマス・ケネディ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：細見和弘
　清帝国末期の権力構造が崩壊する中で，李鴻章という一人の官僚が，江南製造局という一つ
の機関とどのように関わったのかについては，歴史問題として一見限定的な論題であり，重要な
結論が容易には導き出されないように思われる。しかし，19世紀の中国について学ぶ者は，李鴻
章の経歴が多方面にわたり，国家のほとんど全ての役割と経済の全ての分野に関わっていたこと
を知っている。中国第一の国防産業である江南製造局は，経済的・技術的変革の先頭に立ってい
たし，統治権力の再配分に巻き込まれﾊﾟﾑ李の経歴は色々な点で江南製造局の発展と交差してい
たが，そのことは，李が19世紀後半に於いて中国の指導者としての役割を果たした例証である。
第一に，李はその創設に立ち合った。江南製造局を生み出し，最初の操業へと導いたのは，主と
して工業化に関する李のビジョンであった。第二に1870年華北に転じて後も，李鴻章は江南製
造局への支配を持ち続けようと努力したが，李は国家の舞台上で主役としての役目を振り当てら
れ，宮廷政治の領域でその気概が試された。最後に江南製造局に於いて，李は中国の生き残り
がかかる技術に直接立ち向かった。江南製造局や他の軍事工場に於ける外国人技術者は，この技
術の提供者であった。李の彼らの対する処遇は，技術移転という新しい技能に対する李の適応性
と鋭利な眼力をはかる物差しであった。
江南製造局の創設と初期の操業
江南製造局は1865年上海で生産を始めたが，その設立の由来は，18世紀以来経世致用学者によ
り進められた実用的な改革構想であった。 19世紀，支配者たる清帝国に国内の叛乱や外国の侵略
による圧力が強まるにっれて，これらの構想は特定の政府のプログラムの中で強調された。政府
の中で長らく実際的な改革を唱えていた経世致用学者魏源(1794-1857)は，アヘン戦争(1839-
42）で中国が屈辱を受けたことに促され，中国の対外関係の原則を再検討するよう要求した。魏
源は，「蛮人を制御するために，蛮人の優れた技術を学べ」と書いた。外国の技術とは，魏源に
とって主に西洋列強の優れた兵器と汽船，そして西洋の司令官が自らの軍隊を用いる際，実地で
　　　　　　　　　　　　　2）立証して見せた熟練であった。
　魏源の考えは，すぐに受け容れられたわけではなかった。しかし, 1860年の秋までにイギリス
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とフランスが北京を占領し，太平天国軍が上海に侵攻したことによって危機が招かれ，その結果，
長江で太平天国の鎮圧に従事していた地方の軍事指導者による改革案が明確になった。 1860年代
初め，これらの指導者のうち曾国藩と李鴻章は，馮桂芥が書いた説得力のある経世致用書から大
きな影響を受けた。馮桂莽は，李鴻章が1864年から65年まで江蘇巡撫であった時，幕僚として
仕えた。 1860年から61年に書いているように，馮は，蛮人の優れた技術を制御するため中国人は
それを学ばなければならないとする魏源の公式見解を繰り返した。しかし馮は，軍事工業の近代
化だけではなく，教育制度の改革や政治権力の分配を通じて，中国が中国自身を強化することを
要求した点で，魏源を超えていた。馮の提案は1860年代における「自強運動」の起源であるとみ
　　　　3）なされる。
　李鴻章がそうした考えを持つようになった頃，李は西洋の汽船と兵器の優越性について生々し
い証言を行った。 1862年３月上海に包囲されていた都市出身の中国人紳士と商人が７隻のイギリ
ス製の汽船を賃借りしたが，それらの汽船は長江上流の安徽省まで急派された。その地で李の淮
軍を乗せ，太平天国に占領された場所から下流に向かい，上海まで輸送した。上海に於いて李は，
上海を防御していた軍隊 すなわちイギリス軍，フランス軍，インド軍，及び常勝軍のイギ
リス人将校に指揮されていた中国人兵士一によって使用されていた西洋式兵器の素晴らしさを
見た。李は師の曾国藩が敷いた総合的な政策の方針にしたがった。曾国藩は長江下流域の太平天
国軍を鎮定するための全般的な戦略を指導していた。すなわち，優秀な軍備を獲得し再生産する
ことを探求する一方で，中国に於ける外国軍隊の介入と影響力を最小限度にするための戦略であ
　　5）った。
　1862年曾国藩は，安慶の本営で兵器・弾薬工場〔訳註：安慶軍械所〕を設立し，中国人技術者
を配置した。曾のこうした努力と並行して，李鴻章は1863年に上海で，同年12月の蘇州奪還後に
蘇州で銃砲弾の生産を始めた。蘇州に於ける生産は，李の幕僚に加わったイギリス人医師ホリデ
ィ・マカートニーの監督下にあった。 1864年まで短作砲〔訳註：田難砲ともい引も生産してい
た上海で，蘇松太道（上海道苔）丁日昌が生産を監督していた。マカートニーは，李鴻章に中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　　　　　　　　　　おうとう国で最初の蒸気機関による生産機器を購入し使用するよう勧めた。丁日昌はおそらく李と王縮の
『火器設略』のことで話し合ったであろうが，その中で機械の使用がその国に多大な変化を引き
起こすとする経世致用学者馮桂葺の考えが，叛乱鎮圧のための兵器生産及び究極的には反帝闘争
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）のための兵器生産という文脈の中で繰り返されていた。
　李鴻章は太平天国の鎮定に従事する地方軍に供給されるべき外国製の兵器と弾薬が至急必要で
あることを悟ったが，外国から供給された物への長期依存を進展させることには慎重であった。
このことから李は，叛乱を鎮定するために現行の生産を支援するだけでなく，外国帝国主義の容
赦なき圧力に対し長期的に中国を自強させることも目指した，経済及び教育制度の関連分野に於
ける変革を要求するようになった。 1864年の春，李は総理街門に対し彼が蘇什|と上海に於いて創
設した軍事工場について報告した。李は政府に対し主要設備を取得するよう求め，兵器の生産に
必要な技術者や科学者を養成するために教育を変えることを雄弁に説いた。
鴻章が思いまするに，もし中国が自らを強くしようと望むのでしたら，外国の利器について
学習するのが最も肝要と存じます。外国の利器について学習するには，機械を生産する機械
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩9）
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を探し求め，その方法を師とするのが最も良く，必ずしも全て外国の人員を雇う必要はござ
いません。もし機械を生産する機械と機械を生産するための人員を探し求めることを望むの
でしたら，或いは専門の課程を創設し，生徒を選抜しなければなりませんが，これをきっか
けに生徒が終身富貴となり，功名を得ることになれば，この事業は成功し，技能は精巧とな
り，才能のある者を集めることもできまレょう8ﾑ
マン・パワーの問題を解決する第一歩として, 1864年李は外国語教育のために上海に於いて学
校を開いた（のち言言飴とい二知ゆ言。大型兵器や船舶ｏエンジンを生産するために専門化さ
れた設備を製造できる工作機械の必要がはっきりしてきたものの，海外から設備を購入するとコ
ストが高くつき不確実性も高まるため，李は蘇松太道丁日昌に命じ，既に上海で操業中の外国機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO）械工場の一つを購入することが可能かどうか調査させた。
　李が主要設備の取得と技術的なマン・パワーに関心を示したことは，工業化には幅広い基礎を
有しか働きかけ すなわち，緊急に必要な兵器や弾薬を生産するため，外国製の資材を取得し，
外国人技術者を雇用することを超えた働きかけ が必要であると李が気付いたことを反映して
いた。 1865年上海に於ける江南製造局の創設は，こうした気付きの具体的な表現である。
江南製造総局は，李鴻章によって名付けられた。上海の虹口には後にハントの波止場として
知られた敷地があり，以前外国人が機械工場を所有していた。 1865年５月末或いは６月，その機
械工場に於いて中国人の管理下で操業を開始した。李が与えた名称は，あらゆるタイプの生産に
献身する官僚機構の中の一部局であることを表していたが，外国人には即座に江南製造局として
すなわち，現在に至るまでずっと呼び続けられた名称で一知られるようになった。 1865年
の晩夏，李は皇帝に対し江南製造局の創設について上奏文を提出したが，その中で，李はその使
命を明白にするために旧外国工場の名称を「江南製造総局」に変更した。李は，物事はその実体
を表し他の物とそれとを区別する名称を持つべきである（正名辨物）とする儒学者の基本教義を
　　　11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんぐん引用した。李の上奏文は続いて江南製造局の当面する使命を述べ，当分の間，華北に於ける捻軍
の叛乱を鎮定するために至急必要とされる物を供給し，軍需生産に集中する必要があると説いた。
この鉄廠が所有するのは機械を製造する機械であります。如何なるタイプの機械であって仏
段階的に再生産することが出来ます。それで，その種の生産を行うために使用されるのです。
生産できるものに制限はなく，全てのものに通暁できますが，いまのところ二つのことを兼
ねることは出来ませんので，銃砲を鋳造し，軍用に充てることが最も肝要と存じます。……
外国製の機械は，農耕，織布，印刷，製陶のための機械を生産することが出来ますが，これ
らは人民の日々の必要に役立っでありましょう。本来の目的は，軍需品を生産するだけでは
ないのです。……わたくしは，数十年後，中国の富農・豪商が，必ずや外国の機械を模造し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）て生産活動を行い，自らの利益を追求するようになろうと予測致します。
　恐らくこれらの見解は，全て丁日昌の考えに影響されたものであろう。丁は上海に於ける自分
の地位に基づき江南製造局を監督した。丁は李との書簡の中で，科学・技術に専門知識を有する
者に高い官職と物質的な報酬を与えて助力する新政策を立ち上げるだけでなく，機械工場や農業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩00）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）や水の管理に使用する機械を製造するため大規模な設備を設立するよう唱えた。
　江南製造局の機械は，丁日昌が集めた資金により，他の官僚ルートを通じて購入された。その
後, 1865年，容閉がアメリカ合衆国で購入した機械により設備は補われた。容閉は曾国藩の使い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）をしていたエール大学卒の中国人であった。江南製造局は，李鴻章の総監督の下にあった。李は
1865年の夏，署両江総督（江蘇・江西・安徽の三省を管轄）に任命され，曾国藩の後任となった。
曾は李の淮軍を率い華北平原 この地で清朝正規軍は深刻な敗北を喫した で捻軍と対抗す
るよう命じられた。江南製造局の当初の任務は，これらの淮軍の為に後方支援を行うことであっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）だ。すなわち淮軍の運営費から，江南製造局の操業費用が支給されたのである。このため江南製
造局は，その設備のほとんどを急進改造することが必要になった。すなわち当初は船を造るつも
りであったが，兵器と弾薬の製造へと転換することを余儀なくされた。
　江南製造局の初期の操業は，技術的・人的問題に悩まされた。中国人経営者に技術的なノウハ
ウが欠如していただけでなく，外国機械工場のスタッフの中から確保された外国人職長及び技術
者は，兵器と弾薬の生産に転換できないことが分かった。 1866年の２月まで，技術的・人的問題
のため，ボイラーの修理に要しか一週間以上の間，すべての作業が停止を余儀なくされた。修理
が成し遂げられたにもかかわらず，軽火器の生産は，火炉の欠陥のため再開できなかった。幾千
発分もの弾薬が1866年の春に生産されたが，軽火器の弾薬の生産は意味のある程の量には達せず，
大砲の生産は遅れ，モデルとして供された英国製の大砲の到着を待つばかりであった。
　李鴻章は，江南製造局が軽火器を生産する際の悪戦苦闘ぶりに立腹した。長引き費用がかさん
だのに，不成功に終わったのである。李は，総辨の一人馮悛光が，外国人専門家に頼りすぎで
あると感じた。彼らは兵器の専門技術者ではなく，造船工だったのである。外国人専門家の方も，
設備の不適切な箇所を指摘することで要領よく責任を逃れた。李鴻章は軍事工場のスタッフに最
後通告を行い，軽火器生産問題の根源であるボイラーの火炉は造り直されるべきであり，もし江
南製造局が新しい火炉の完成後一箇月以内に外国式軽火器の製造が進行していなければ，軍事工
場の中国人官僚は給与を召し上げられ，外国人職長は，彼の雇用に関して資質が不充分である旨
を説明した領事宛の書簡を持たせ，ペイオフのうえ国外退去とするとした。
　他方，李鴻章は，捻軍と戦闘中の淮軍が使用する外国製軽火器を購入し始めた。 1866年の夏，
工場は外国製に匹敵する小型大砲を製造したが，軽火器の製造は依然として質的にも量的にも不
　　　　16）　　　　　そしゅうようほうきょく足していた。李鴻章は，蘇什|洋燈局を南京に移転することにより，華北の淮軍部隊のための後
方支援を強化することに乗り出した。その南京の地に李は蘇州洋燈局を金陵製造局として再建
した。新しい軍事工場は1866年生産に入ったが，李鴻章は両江総督の南京本署から注意深く監視
　　　　　　17）の眼を光らせた。
　捻軍との戦いは，満足のいくものではなかった。 1866年の終わる前，李鴻章は淮軍による対捻
軍作戦を指揮するため華北へ移った。両江総督には曾国藩が復職したが，その任務は華北にいる
李鴻章が率いる軍隊に後方支援を行うことであった。 1867年華北に於ける軍事的情況が悪化した
ため，李鴻章は天津に於いてもう一つ別の軍事工場を創設することに手を貸した。その軍事工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　すうこう　　　　　　　　　　18）は，早くから総理街門と三口通商大臣崇厚により提案されていた。
　一方，曾国藩が両江総督に復職し，南洋大臣をも兼任することになり，江南製造局は再び曾の
監督下に入った。江南製造局にとって短い期間であったが，非常に重大な結果が判明した。江南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩肘）
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製造局が兵器の生産に満足すべき結果を得られなかったことに落胆したため，李鴻章は，華北に
出発する前，兵器の生産を一時停止し，小型の港湾防禦艇の製造に適した敷地に江南製造局を移
　　　　　　　　　　19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうかいかん転することに同意した。熱心な造船論者である曾国藩は, 1867年に於いて，江海関の収入のうち
10％を江南製造局に於ける造船を支援するために配分し, 10%を捻軍と戦う軍隊を支援するため
の配分として受け取ることにつき，帝国の認可を得た。その後，後者も江南製造局に於ける生産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうしょうびょうちん費に割り当てられた。その軍事工場は，高昌廟鎮に於ける10エーカー〔訳註：約４万m2〕の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうほ場所に移転された。高昌廟鎮は上海城南の黄哺にある小高い丘の上に位置していた。その場所で，
1867年から68年冬の間口乾ドックを含んだ新しい製造工場が建設され，造船と兵器製造のため
の新しい設備が購入のうえ設置され，技術書や科学書を翻訳するための部局〔翻訳館〕が開設さ
れた。次の２～３年で，これらの製造工場は着実に増設された。レミントン連射式ライフル銃を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）生産するための機械や技術訓練所も含まれていた。
　1868年捻軍を破ると，曾国藩は直隷総督兼北洋大臣として再び華北に呼び戻され, 1870年まで
その職にあった。その年後任の両江総督賜新治が暗殺され，その結果，もう一度南京に戻った。
李鴻章は1869年から湖広総督をほんの短い間勤めていた。しかし, 1870年，フランスヘの敵意が
反帝闘争の突発へと展開し，天津に於けるフランス人の生命と資産が失われる恐れがあったので，
李鴻章は座下の淮軍と共に直隷に来るよう呼び出された。天津事件として知られるようになった
この出来事の直後，曾国藩は南京で総督職に復帰すると共に南洋大臣として仕えるよう命じられ，
李鴻章は直隷総督及び北洋大臣に任命された。李はこの地位を, 1880年代初めほんの短い間中断
したものの，日清戦争で中国が屈辱をうけた後1895年免職となるまで持ち続けた。
江南製造局の造船事業
1872年初め曾国藩が死去し, 1875年新しい海防政策が採用されるまで，南洋大臣は江南製造局
に配分された莫大な関税収入の割当分を使って汽船を建造した。 1875年までに，全部で７隻の大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ニ　タ　ー型艦が完成され，その中に１隻の「沿岸航行用」クラスの鉄甲艦が含まれていた。同様に，６隻
の港湾艇と１隻の帆船が完成された。これらの艦艇に組み込まれた技術的な進歩は著しいが，そ
れらは外国人技術者の監督の下，購入費を逡かに超える価格で仕入れられた輸入原料で建造され
21）
だ。これらの艦艇のメンテナンスと運転の為の費用は，それらが支払われた関税割当分の伸びよ
り逡かに急速であった。
　江南製造局に於ける造船事業に関する批判は，口には出さないものが早くも1869年に始まった。
1872年内閣学士の宋晋は，江南製造局及び他の軍事工場に於ける操業コストが高いと強硬に非難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22）し，最も目立ち且つ最も費用のかかる事業である造船の停止を要求した。このことは，江南製造
局及び福州船政局で国内造船事業を継続するメリットに関する激しい論争を巻き起こした。そ
してこの論争は，西北辺境の戦略的防衛と東海岸の海防のどちらを優先し，費用を投じるかを焦
点とする大論争の一部分となった。
　1870年以後，直隷総督兼北洋大臣として，李鴻章はますます華北の諸問題に没頭していった。
李のポストが有する戦略上の重要性と政治的な微妙さの故に宮廷は李に国防計画に関する助言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩02）
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と意見交換も期待した。李自身は自分が設立を進めた長江流域の軍事諸工場への影響力を手放す
ことを嫌ったように思われる。江南製造局に於いて造船を停止すべきとする宋晋の建議について
宮廷が李の考えを尋ねたとき，李は当時江南製造局の総辨であり，目を掛けていた馮悛光に意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）を聞いた。馮は鉱業・精錬業・輸送業・繊維業の近代化に関して釣り合いのとれた計画を求め，
李はこの主張をうけて，その計画の一部として江南製造局での造船事業を継続するよう要求した。
しかしながら，江南製造局での造船の継続を説く李の提案は，諸事情により妨げられた。李は造
船の費用効果を疑い，当時建設中の５隻目の船の出費をより限定的な船によって切り詰めること，
そしてメンテナンスと運転の費用を負担する，商業利用者及び地方政府に江南製造局の汽船を分
散させるよう提案したﾑ造船を継続するための諸条件を持ち出すことによって，李は，関税収入
をより大きな比率で江南製造局に分配し，兵器と弾薬のために使用するとする代案をそれとなく
　　　　　　　　　　　　　　　てんしんきききょく　　　　　　　　25）提出した。そうした生産は，李が華北に着任して以来，天津機器局で好んだ類のものであった。
　1874年まで，李鴻章が汽船のメンテナンスと運転の費用を節減するために提案した計画は，何
れも明らかに江南製造局の予算を枯渇させるものを即座に軽減させはしなかった。その上，国家
戦略上の優先事項に関する問題は，汽船と兵器を含め，中国西北部に於けるイスラム教徒の動き
や台湾・琉球の支配を目指す日本との戦いに関連して再び持ち出された。 1874年の末，院甘総督
左宗室の軍隊は，映西・甘粛両省に於けるイスラム教徒の叛乱を鎮圧し，ヤクブ・ペグの建設
したイスラム独立国家が国際的な承認を得つつあった新疆省を攻撃する準備をしていた。その
年の初め，中国はイギリス人宣教師の助言で，台湾の生蕃に襲われた琉球漁民の利益を守る権利
を承認し，それによって日本と交戦状態に陥ることを避けた。歴史のあと知恵をもってすれば，
中国が日本の海軍力より遥かに傑出していたとは断定できないように思われる。しかしながら，
1874年11月の初め，中国は日本との屈辱的な協定に署名し，琉球の宗主権に対する中国側の要求
　　　　　　　　　　　26）を結局放棄するに至った。
　数日後，この協定の衝撃に怯んだ宮廷は，総理街門が提案した国防上の基本的な戦略及び優先
事項について，主な地方官僚に意見を具申するよう命じた。地方官僚たちが提出した意見書の中
で議論された諸問題は，国防に関する多くの特有の側面について論じてはいたが，政策一般に関
する基本的な相違は，財源を西北の塞防のために優先的に充てることに賛成する者と，先ず第一
に海防の強化に向けた防衛努力を行うことを選択する者との間で展開した。左宗集は塞防の指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）的なリーダーであり，李鴻章は海防を擁護した。
　論争は西北に於ける塞防の方が選択されて決着し，左宗案の軍隊が1884年に新疆省となった地
域を平定する道を開いた。新しい海防政策も採用され，そこには李鴻章が上奏文の中で論じた戦
略的優先事項の中の幾っかが反映されていた。李は上奏文の中で，費用がかかり非効率的である
と見なした江南製造局での造船を縮小し，長江の門戸や京畿への進入路といった海岸の要地を防
禦する為に沿岸防禦施設，小型の巡洋艇，及び水雷を基盤とする海防戦略を選択することを求
めた。それらは侵略者に抵抗する機動歩兵によって支援されることになっていた。戦艦による圏
外の防禦ラインも，同じく李の計画の一部であったが，たとえあるとしても，江南製造局製の船
は少ししか含まれていなかった。
　李鴻章はその機会を捉え，海軍の発展を促進し，より効率的な指揮系統を創出するため，軍事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）権及び財政権を地方長官の手中に集中することも説いた。このように清帝国の行政組織に広範な
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組織的変革を求めた提案は，李が教育及び経済の再構成に関し以前から主張してきたものを引き
継いだものであったが，遅くとも1870年代中頃までには，李が工業発展と連携した体制変革の強
力な支持者であったことを示している。
　釣り合いのとれた工業発展とそれに関連した体制変革についての構想が, 1870年代までに李鴻
章の脳裏に具体化していた。にもかかわらず，現実の変化は綬陛であり，且つ少しずつ進行した。
その理由は，認識できるように思われる。 1870年の天津事件から1894～95年の日清戦争に至る迄，
中国の領土及び属領に対する対外的な脅威は軍事的な緊急事態を連続して創り出したので，利用
可能な資源は軍需生産に集中させる必要があった。そのうえ，帝国の指導部は，工業化を支援す
るために必要なインフラの変革を成し遂げることにほとんど関心を示さなかった。江南製造局の
ように，李鴻章や他の人々によって始められた個々の事業は強い印象を与えるものであったが，
総合的な方向付けやリーダーシップが欠如していた。これらの事業は，本質的に，帝国主義によ
る猛攻の強まりに対抗して清朝を支えるには不充分であったことが分かる。
　1872年の初めに曾国藩か死去して以後，清帝国の強力なリーダーシップが無くなったので，李
鴻章は江南製造局を監督するに際し，大きな影響力を行使する役割を取り戻した。そして，技術
的な問題及び人員と操業に関する問題について助言を与えた。しかしながら，本来江南製造局の
全責任は，両江総督即ち南洋大臣が負っていた。 1875年５月に公表された新しい海防政策は，天
津に本署を有する北洋大臣李鴻章と南京に本署を有する南洋大臣沈荷積に対し，それぞれの管轄
で沿岸を防禦するよう命じた。李と沈の活動を支援するため，年間400万両の新しい資金が創設
され，諸省に与えられるべきものとされた。新しい海防政策が採用された年に続く, 1875年から
1879年までの数年間，海防経費の集中がなされたが，北洋大臣李鴻章の支配下に置かれる予定で
あった年間400万両には遠く及ばなかった。欧州からの購入を通じて北洋艦隊の建設を急ぐため
に，これを整理統合することが李鴻章により提案され，南洋大臣沈荷積の合意を取り付けた。し
かし，もう一つの効果は，新しい財源が造船のため江南製造局に流出するのを断ち切ることであ
　29）った。
　1875年以後，造船は実質的に終わったのである。ところが，汽船のメンテナンスのための費用
　　　　　　　　　　　　　　　30）は，関税からの資金を消耗し続けた。江海関の収入から年毎に割り当てられた資金の残りの分は，
新しい政策を支援するため，主に兵器と弾薬の生産に使用された。李鴻章はそうした優先事項に
ついて上奏文の中でも陳べたし, 1870年代を通じた天津機器局の発展の中でも知らしめた。李は
この発展段階にある中国軍事工場にとって最も適切な任務は，火薬と弾薬の生産であると感じて
　31）いた。江南製造局は，既に軽火器を生産するためのプラントを持っていた。 1876年製造局は沿岸
防禦の為の重砲を生産するため機械と外国技術者を必要としていた。兵器と弾薬の生産が，この
先の数年に於いて一層重要になるのである。
　1879年に南洋大臣沈荷積が死去して以後，南洋大臣のポストは湖南出身の卓越しか官僚，すな
わち劉坤一(1879-81, 189卜1902),左宗案(1881-84),曾国茶(1884-90)によって代々占められ
た。同様に江南製造局の総辨も湖南出身の官僚によって占められたが，そのうち最もよく知ら
れているのは，曾国藩の娘婿である聶絹槻(1883-90)と名高い湖南官僚劉蓉の息子である劉
騏祥（1890-95）であった。日清戦争(1894-95)に先行する20年間，南洋大臣による監督と聶及
び劉のリーダーシップの下で，江南製造局は軍艦の造船所から兵器・弾薬のプラントヘと徐々に
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変化した。しかしながら，その転換は即座には行われず，汽船のメンテナンスの費用はいっまで
も残り，初期の活動は造船に重きを置いていたことを財政上で思い出させたのである。そのうえ
1870年代の終わりまでに，南洋大臣は海防経費の割当の南洋分を取り戻し，その一部分は1880年
代の初め江南製造局の造船が再開された際に使用され，短い期間ではあったが高くっいた。その
間宮廷に於ける李鴻章の影響力は，保守的な活炭回五の中にいた政敵による攻撃にH西されてぃｱﾀﾞﾑ
この新たな活動による最も重要な成果は，鉄甲砲艦の保民であった。保民は５万両を超える超過
　　　　　　　　　　　　　　　33）費用を費やし, 1885年に完成した。
清仏戦争(1884-85)で福什|艦隊が壊滅したのをうけて，海軍の再編成が議論された際，李鴻
章は江南製造局製の船は使用するに適さないと上奏した。国内での建造は，福州船政局に集中さ
せるべきであると李は助言した。その少し後，海軍街門が新たに設立され，北洋艦隊の発展を優
先的に進める責任を負わされた。李鴻章は会辨大臣に任命され，それまで北洋大臣及び南洋大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34）の管理下に置かれていた海防経費は，新設の海軍街門の下に集中された。辛うじて収益をあげ且
つ費用効果の高い江南製造局の造船事業は，外国の技術と原料に偏って依存していたが，李の権
威が拡大し海軍の予算にまで及んだことで，終わりの前兆が告げられた。
重火器の生産
　造船事業が徐々に終わってゆく一方で, 1875年新しい海防政策が採用された。それ以後の10年
間は，中国の軍事工場の発展のため非常に重要であった。 1870年李鴻章は華北に移った後，イギ
リス人にして天津機器局の管理人であったミードゥズを解雇した。新しい設備の取得に向けたミ
ードゥズのプランを，李は時期尚早であり手を拡げすぎであると見なしたのである。李はミード
ゥズを沈保靖に取り替えた。沈保靖は江南製造局の前総辨であり，外国人の手中に職権を滑り落
とすことなく外国人を扱うことの出来る一人として，李のお気に入りであった。ミードゥズの後
任として外国人技術者を監督することになったマキルレースが，外国人技術者の一人との人事面
での言い争いに巻き込まれた時，結局イギリス人卜－マス・ウェードにおすがりした。解決する
まで一年以上手間取り，その回技術者はその職務を果たさずに給与の全額を受け取った。ウェー
ドはマキルレースによる技術者の解雇を承認したが，その男に製造局から多額の解雇手当を与え
35）だ。
　李鴻章は，軽火器と弾薬を生産する目的で設備を拡大する為に，天津に於いて新たな中国人に
よる経営を指導した。レミントン型ライフルの生産は, 1876年に始まった。 1870年代の末迄に，
天津機器局の火薬・弾薬・砲弾の生産高は，江南製造局を追い抜いた。李は華北で必要とする重
砲を南京の金陵機器局から獲ていた。金陵機器局は，相変わらずホリディ・マカートニーの管理
下に置かれていた。しかしながら, 1875年１月，２門の金陵機器局製の鋳鉄大砲が，天津に近い
大詰の城砦で爆発し，大砲を取り扱っていた中国人数名が死亡した。
　1866年末に李鴻章が華北に出発して以来，南京に於ける機器局の生産は良好でなかった。南京
のプラントは李の淮軍の付属物であり，その操業資金のほとんどを淮軍予算から得ており，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りゅう生産品のほとんどを淮軍の部隊に引き渡していた。マカートニーは，中国人マネージャーの劉
∩05）
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ｲｽ]ﾓj4と反目していた。劉佐萬は李鴻章に対し，外国人技術者は中国の職人に対し兵器生産の技術
に関する訓練を行っていないと訴えた。マカートニーは，訓練を実行する為に必要な労働者への
統制が，劉には欠如していると反論した。マカートニーは，中国人の管理人が彼に相談すること
なく人員の交替を行ったことを非難したが，縁故主義（ネポティズム）或いは身内びいきの基盤
の下になされたことは，彼にとってそれほど大きな問題ではなかった。その結果，学ぶことに無
関心か緩慢な居候やお気に入り達が余剰労働力として残った。生産品の質の低下は, 1872年まで
に李には明らかであった。李はマカートニーを天津の本署に呼び出したが，マカートニーは，中
国人スタッフが自分の活動を妨害しているのは, 1873年李が劉の職を解いたためであると説明し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）だ。李はこの説明を受け容れたように思われる。それにもかかわらず，情況は悪化し続けた。
　1874年マカートニーは買い付けのため出掛けた７箇月間の欧州出張から帰ったが，天津にある
李の本署に再び呼ばれたマカートニーは，金陵機器局の生産品の品質が劣っており，自分が中国
人スタッフを訓練するのに失敗したことを説明するだけに止まった。この時李鴻章は，中国人の
管理人が彼の活動を阻んだとするマカートニーの非難を進んで受け容れる気にはなれなかったよ
引こ思われる。李は数名の中国人マネージャーを創設する人員転換を認可し，マカートニーを外
国人インストラクターに降格した。マカートニーは，製造局の中国人スタッフによる「野蛮で，
費用が高くつき，空しい製作の試み」の責任から逃れるため即座に服従した。
　李鴻章は1875年１月５日大詰で２門の金陵機器局製の大砲が爆発した時，マカートニーの辞任
を受諾しなかった。李は調査を命じたが，その調査で，大砲が爆発した理由は，品質の劣悪な鉄
により大砲が製造されたこと，そしてその鉄は実は工業用としてよりもバラスト〔訳註：船を安
定させるため底に積む荷物〕として中国に持ってこられたことが暴露された。マカートニーは，
良質の鉄を待つ間を埋め合わせる手段として，質の悪い鉄から大砲を製造することを認可してい
た。ところが当時，大砲は機器局で発射テストを行わないまま大詰に送られたのであった。李は
マカートニーの行動を許すことはできなかった。李はマカートニーに対し，全ての責任を中国人
38）
スタッフに移し，そのポストを辞するよう指示した。
　この事件により李鴻章の心の中で，海上防禦用の重砲を国内で生産できる可能性について疑念
が生じた。にもかかわらず, 1875年末，軍艦用及び海上防禦用の大砲の必要に促されて，李は施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マズル･ﾛｰﾀﾞｰ条がなされ鉄製の砲身を持つ前装砲〔訳註：砲口から砲弾と装薬を装填する先込め式の大砲〕
の製造を推奨したが，それはアームストロング社（イギリス）のモデルに基づき，錬鉄を使って
組み立てられたものであった。翌年，江南製造局は，アームストロング社ニューキャッスルエ場
の総支配人ジョン・マッケンジーの指導により，海上防禦用の前装砲を生産する突貫事業を始め
た。マッケンジーが中国に到着した時，彼は李鴻章や他の高官達が中国人職人による近代的兵器
の生産が可能かどうかを今でも本気で疑っていることに気付いた。製造局に雇われていた一人の
西洋人従業員は，危機的な雰囲気が中国人及び西洋人スタッフの間に充満していたことを記憶し
ていた。彼らは李鴻章が江南製造局は閉鎖すべきと上奏するであろうと思った。中国人及び西洋
人の従業員は，マッケンジーに対し出来るだけ早く新しい大砲の生産という結果を出すよう促し
た。たとえ品質は最上でなかったとして払彼らが白暴白棄におちいらない限り，具体的な結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39）を出すことで，江南製造局の開業は維持され，仕事は救われたであろう。
　当初中国の官僚は，マッケンジーが江南製造局で大砲を製造するという約束を果たすことに懐
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疑的であった。ところがマッケンジーは，個人的且つ職業上の挑戦として，製造局で大砲を製造
することを受諾した。すなわち彼は，断固として仕事を始め，中国人スタッフに指示を与え，結
果を出そうと決心したのである。 1877年の間の進捗は，急速であった。その年の春の終わり頃，
生産設備が完成し，中国人の職人達は訓練を受けた。 10門の大砲が完成に近づいた。 1878年李鴻
章は新たなる生産を支持した。上奏文の中で，李はアームストロング砲の安定度と耐久性を称賛
した。アームストロング式による海上防禦用の大砲は，最初に完成した２門が, 1878年12月江南
　　　　　　　　　　　　　40）製造局で発射テストに成功した。
　大詰の悲劇の結果をうけて，李鴻章は江南製造局に働き掛け，アームストロング式による海上
防禦用の大砲を生産させた。それは西洋で生産された重砲の中で最も強力であり，且つ最も安全
であった。しかしながらアームストロング式の重砲は旧式化しており，火力に乏しく，他の西洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4T）諸列強によって生産された後装砲より使い勝手が悪かっか。また金陵機器局製の大砲か大詰で爆
発した悲劇により，李鴻章は，伝統的な中国社会の中で，近代的な工業経営の複雑さに直に対峙
させられた。李は兵器生産の技術指導のために，それまで医師のマカートニーを信頼してきた。
初めの頃マカートニーは李鴻章に良く仕えていたが，今や彼は力量不足であることがはっきりし
てきた。李は天津でもそうであったように，自分の軍事工場の中に於いて外国人の影響力が及ぶ
ことに細心の注意を払い，出来る限り有能な中国人に生産を引き継がせることを望んだ。にもか
かわらず，李は江南製造局のスタッフが技術的に一本立ちする準備ができていないことを承知し
ていた。江南製造局で実施され李により受け容れられた解決法は，製造局の生産に於いて，外国
人の関わりを技術的な助言と指導に限定することであり，同時に経営の権限は中国人官僚に確保
された。この方式は成功し，適任の外国人技術者から成るマッケンジーのチームによる指導と，
勤勉で理解力のある中国人職人の下で，海上防禦用のアームストロング式大砲を製造するべく中
国人と外国人が協力する道を開いた。しかしながら，1880年代，中国人による経営は，次第に湖
南閥の支配下に置かれるようになり，縁故主義，身内びいき，汚職により次第に堕落していった。
　全く全てというわけではないが，江南製造局に於ける多くの事業は，1880年以後李鴻章の支配
から離れてしまった。この間江南製造局の公金横領が発生したこと，役職は資格よりも個人的・
家族的なコネクションを基礎にして任命されたこと，そして行政上の非効率が広く黙認されてい
たことは疑いない。そうした悪弊が公的に記録されるのは稀であり，製造局の任務の達成を妨げ
る比較的重要な要因として挙げることを困難にしている。それでもやはり，非効率と浪費が事業
を妨げたのは確かである。入手可能な史料は，おそらく1880年代及び1890年代初めが，悪弊の最
も広範にはびこった時期であろうと指摘する。世紀が改まった後の新聞記事は，江南製造局に於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42）ける原料の買い付けは，官僚の汚職と無知により蝕まれていたことを告発していた。総辨聶絹槻
の妻の自伝は，南洋大臣左宗室は江南製造局の長官の不正行為に気付いていたこと，そして左は
それを正そうと行動したことを明らかにしている。しかし左宗室自身が，自分の旧き湖南人の戦
友であり江南製造局の創設者である曾国藩の娘婿であるという理由で, 1883年聶微槻を江南製造
　　ほうべん　　　　　　　　　43）局の幇辨に任命したのであった。江南製造局に於いて湖南閥は非常に強固であったので，製造局
の構内には曾国藩を祀る廟が存在し，製造局の職員がそこにある曾国藩の記念碑の前で敬意を
　　　　　　　　44）払うために集合した。聶絹槻の次に劉騏祥が江南製造局の総辨となった。劉の姉妹は曾国藩の長
男である曾紀沢と結婚した。そして曾紀沢が外交交渉の任務を命じられ，サンクト・ペテルブル
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クに赴いた際，同行した。劉騏祥は，李鴻章の親類でもあった。後日の記事は，劉の在任期間中，
官僚スタッフ，労働者及び召使いが前例の無いほど肥大し，巨額の給与引き上げがなされたこと
　　　　　　45）を告発している。
　李鴻章はほとんど疑いなく, 1890年蘇松太道に任命された聶微槻が江海関収入の大規模な公金
流用をしでかしたことを大目に見ていた。その資金の一部は，聶が華新紡織新局の株式を購入す
るために使用したことは明らかである。華新紡織新局は, 1888年上海で李が発起人となり創設さ
　　　　　　　　　　　46）れた官商合弁企業であった。しかしながら，こうした関税収入の流出がたとえあったとしても，
1890年代の間に江南製造局の収入に上乗せされた効果を計ることはできないし，李鴻章が1880年
代及び1890年代に江南製造局を堕落させた財政上の不正或いは身内びいきに直接巻き込まれてい
たことを証明できない。
　1880年代初めまでには江南製造局製の軽火器と弾薬は，もはや華北に送られはしなかった。李
鴻章は江南製造局製のレミントンを時代遅れと見なし，天津機器局で弾薬を生産することから，
江南製造局からの供給は不必要となった。レミントン式ライフル銃が旧式になったので，天津機
器局ではモーゼル式の弾薬を生産するべく，設備を転換することになった。江南製造局も，輸入
ライフル銃を武器として採用する地方軍が必要とするものを供給するため，モーゼル式のカート
　　　　　　　47）リッジを製造した。
　地方軍に供給する必要が，ますます江南製造局の弾薬生産に影響を及ぼした。清仏戦争と田青
戦争の間の10年間，製造局は少なくとも六つの異なった型式のカートリッジを生産したが，それ
は地方の軍隊が野放図に軽火器を購入したことにより創出された需要を反映していた。口径の全
国標準を採り入れ，カートリッジ生産設備を標準化しようとした清朝政府の努力は，無駄である
　　　　　　48）ことが判明した。 1870年代の初め，李鴻章は南洋大臣沈孫禎と協調して軍艦を獲得し，海上防禦
用の大砲を生産しようとしたことがあった。しかしながら，1880年代及び1890年代に於いて，江
南製造局は強固な湖南閥の結び付きの影響を受け，協調は通常のことというより例外となった。
1890年代の初め江南製造局で試験的に造り出され，李の下に送られた数百丁ものライフルを除い
て，日清戦争以前，李鴻章は江南製造局から軽火器或いは弾薬を受け取らなかった。しかしなが
ら，二つの戦争に挾まれた10年の間に江南製造局で生産された海上防禦用の改良兵器は，後装砲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）及び速射銃を含め，李の支配下にある基地に送られた。
　従って日清戦争中，江南製造局が中国軍に果たした後方支援上の貢献は，極めて小さかった。
李鴻章の支配下にある部隊，すなわち淮軍と北洋海軍は，朝鮮と黄海で日本軍と対峙したが，何
れも江南製造局から意味があるほどの供給を受けなかった。南洋大臣の支配下にある部隊の中に
は，江南製造局製の兵器と弾薬が備え付けられた部隊があり，交戦地帯に移動させられたが，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50）くら好く見ても，貢献度はほんの僅かであった。
　単純な事実は，江南製造局が兵器生産を目的とする中国で最初の機関として開設されたという
ことであった。しかし1880年代及び1890年代の間，いっまでも居座り続ける湖南閥が江南製造局
への支配を強化したので，経営及び生産の方針に及ぼす李鴻章の影響力は減退した。このことは，
南洋大臣或いは江南製造局の経営者が，李の支配下にある部隊への供給を妨げるための手段を講
じたことを示すのではない。それどころか，華北に於ける李の軍隊は，江南製造局で生産された
軽火器や様々な種類の弾薬を欲しがらなかったか，或いは必要としなかったように思われる。と
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ころが，そこで製造された巨大な海上防禦用の大砲は，華北に於いて需要があり，李の支配する
軍事施設に送られ続けた。
結
　川青戦争以前の江南製造局の発展について先述したことを要点すると，以下のようになる。多
方面にわたる李鴻章の官僚としての経歴は，江南製造局の機関としての発展と交差していた。戦
争以前に於ける李鴻章の江南製造局との接触は，継続的なものでもなければ，親密なものでもな
かったが，1860年代に江南製造局を生み出しだのは，中国に機械工業を発展させようとした李鴻
章のビジョンであり，曾国藩とそれを共有していた。江南製造局の創設と発展のために李が考支
出した構想は，19世紀の経世致用学派の思想に関する精通と西洋式軍備と汽船の効力に関する個
人的な観察に由来していた。李の当初の軍事工業に関する関心が, 1870年代の後期及び1880年代
に於いて，経済の非軍事部門への機械生産導入を唱えることへと導いたこと，そして遂に教育及
び軍事組織に於ける体制の改革を要求するようになったことは，広く認知されている。しかしな
がら，はっきりした記拠がある。すなわち，李鴻章は，江南製造局のビジョンがその脳裏で具現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51）化していた1860年代の初め，中国の経済・教育体制を徹底的に改革することを唱えた。李が西洋
科学に関する知識を大量に得る以前ですら，実用的な，すなわち問題解決を目的とする経世致用
学派は，中国文明に根本的な変革が必要であると李の眼を開かせたように思われる。
　江南製造局が創設されて５年後，李鴻章は華北に移ったが，華北は次の25年間を通じ李のキャ
リアの主要な重点であり続けた。その所在が新たになったにもかかわらず，宮廷の相談役として
の役割を有し，広い個人的な人脈を持っていたので，李鴻章は1870年代江南製造局の業務に重要
な発言力を持ち続けた。すなわち李鴻章は費用が高く非効率的な造船事業から江南製造局が撤退
するのを手助けしか。 1880年代と1890年代に於いて，李鴻章の直接的な影響力は，完全に消滅し
たわけではないが，衰えたように思われる。李鴻章は華北で強い公的勢力を有し，一国を代表す
る政治家としての役割を振り当てられたのであるが，江南製造局に於ける李の影響力は，明らか
にその華北の省境を越えて拡張した。他の場合，李のリーダーシップを批判する者は，縁故主義。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52）身内びいき，汚職に関し真剣な非難を浴びせかけてきたが，製造局に於けるこれらの悪弊は，製
造局内部で李の影響力が決定的ではない時期に発生した。江南製造局の発展に不利となる阻害要
因の責任の一端を李鴻章に負わせるのは困難である。
　川青戦争以前の江南製造局及び他の中国軍事工場のリーダーシップに関する最も重大な側面の
一つは，西洋技術の中国移転を監督することであった。機械工業は，ただ中国の資源を使用する
だけで発展できるのか？　技術と人員をずっと周期的に注入する必要があるのか？　もちろん外
国人技術者は，技術移転のために非常に重要であった。もし中国が技術的な独立を成し遂げるこ
とができたのなら，多くは彼らが指導者として果たした役割のおかげであろう。李鴻章と関わっ
た技術者達は，玉石混淆であった。李鴻章は，当初江南製造局の技術者の無能とぐずっきに腹を
立てたが，その技術者は，兵器の技術者を兼ねた造船工であった。李鴻章は高い代償を払ってで
はあるが，天津機器局に於ける外国人のマネジメントに起因する諸問題をうまく処理した。中国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩09）
110 立命館経済学（第59巻・第１号）
軍事工場で最もよく知られた外国人であるマカートニーは，李鴻章の雇った革新的で誠実な人物
であったが，兵器の技術者としての資格や経験を持たない医師であった。結局，マカートニーの
無知が大きな災難の原因となり，李は彼を解雇せざるを得なかった。マカートニーの指導で製造
された欠陥兵器が，悲劇的な生命の損失を引き起こしたため，李鴻章はその影響をうけて，安全
で強力だが旧式化したアームストロング式の兵器を江南製造局で生産することを支援するように
なった。一部はジョン・マッケンジーとその部下が持つ技術的なノウハウと教授技能のおかけで，
江南製造局に於けるアームストロングの生産は成功したが，そのモデルが取り替えられるまで長
くはなかった。
　李鴻章は自分の雇用した外国人技術者の短所と長所について承知していたように思われる。し
かしながら，李の選択肢は限られていた。ヨーロッパから代わりの者を確保することは，不可能
ではないにしても困難であった。技術それ自体の評価は，呆れるほど骨の折れる仕事であった。
後になって考えれば，李鴻章の選択は，蘇州洋燈局と江南製造局に蒸気機関を導入したときのよ
引こ，時に先見の明かあったし，江南製造局にアームストロング式の兵器を選択したときのよう
に時に欠陥があった。
　李鴻章の支配から離れた1880年代及び1890年代，多くの問題が江南製造局を悩ませたが，そう
した問題は中国の早期の官辨工業に固有のものであった。年間の経費収入は，江海関の関税収入
の一部を除き，年々変動した。外国人技術者，輸入原料，輸入設備，高い人件費，経営の非効率
の結果，生産コストが高額となった。高い人件費と経営費は，伝統的な経営方式に頼り，且つ慣
行化しか汚職が持続したことから生じた。弱々しい中央政府は生産の標準化を達成できないこと
が証明された。過去の風習の中に巻き込まれ，外国の侵略によって圧力を加えられた国家と社会
は，経済・教育制度・政府機関に関連する社会的基盤を迅速に変革することに失敗した。これら
全ての領域で改良が進行していなかったわけではなく，それらは進行していた。 1894～95年日本
は中国の伝統的な朝鮮への宗主権に挑戦した。そうした過酷な帝国主義の環境が，中国の兵器工
業，とりわけ江南製造局に対し軍事工業変革のための予定表を押し付けたのだが，それに対応で
　　　　　　　　　53）きなかったに過ぎない。
　ともあれ，江南製造局と天津機器局は，帝国主義者の圧力により必要となった軍事工業の変革
に挑戦する必要に直面したが，その方法は両者の間で明らかに相違していた。華北に於いて，李
鴻章は早くから火薬と弾薬に生産を制限し，大部分の兵器と軍艦を外国からの購入に頼ることに
決めていたので，天津機器局は比較的効率の良い火薬・弾薬工場になった。その発展は，主に津
海関の関税からの歳入が比較的少額で不安定なことにより制限された。浪費・非効率・汚職に関
するシンドロームを暴露した情報源は無く，江南製造局に於ける巨大で多様な生産工場を悩ませ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54）だような，人員と原料の対外依存を暴露するような情報源は存在しない。
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